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波乱の幕開けとなった2024年ですが、4月からは新たな年度が始まります。気を取
り直して、明るい気持ちで前進したいものです。今年度もあとわずか。1年を振り返り、
新年度に向けて準備をしましょう。

3月22日、前日からの雨も上がり、山口大学
卒業式が華やかに挙行されました。 例年通り、

山口市の維新大晃アリーナで全学部共同で行
われ、卒業生らは卒業証書を受け取り、期待に
胸を膨らませていました。夜はANAクラウンプラ
ザホテル宇部にて謝恩会が行われました。

令和5年度 卒業式

コロナ前と同様に保護者の方々にもご列席
頂き、飲食ありでの賑やかな会となりました。
在学中お世話になった教員や家族へ感謝
の気持ちを伝えると同時に、6年間共に助け

合った同級生との貴重な時間となったことと
思います。

本年度は公的化したOSCEへの対応等により、年明けの実施となった白衣着衣式。新学期
がスタートした1月9日、多数の保護者をはじめ山大同窓会（霜仁会）会長及び教員らに見守ら
れる中、厳粛に執り行われました。翌日から始まる臨床実習を前に、4年生112名は真新しい

白衣に袖を通しました。この日の気持ちを忘れることなく、将来躍進し続ける医師になってほし
いと思います。



ご意見・ご要望等につきましては、医学教育センターへ
お願いします。 TEL: 0836-85-3747   

E-mail: mec01@yamaguchi-u.ac.jp

学修成果を評価するとは？

ハードル上がった！？第118回 医師国家試験
3月15日、医師国家試験の合格発表がありました。下図のとおり、山口大学は9年ぶりに全

国平均を下回る結果となりました。様々な要因が考えられますが、その一つに今年の国家試

験問題の特徴が挙げられます。重箱の隅をつつくような問題や完全な新出問題といった、奇を

てらった問題で差を付けるのではなく、既出問題の理解やその周辺知識を確実に身につけて

いることを求める出題が多く見られました。受験生にとっては解ける問題は確実に正解するこ

とが求められたと言えます。机上の基礎知識

を問う出題から、臨床現場に即した問題解決

型の出題が重視される傾向は本年度も見ら

れ、経験と共に知識を効率よく修得できるよう

な、より内容の濃い臨床実習が求められてい

るとも言えます。OSCEの公的化に加え、学生

らは益々厳しい状況に置かれていますが、コ

ロナを経て、学修スタイルは多様化し、教材も

豊富に存在していますので、学生の皆さんは

悲観せず勉学に励んでもらいたいと思います。

学生の皆さんは、自分の学修成果がどのように評価

されているか、興味があると思います。評価に信頼性

や妥当性がなければ不平等だと感じるかもしれません。

2月20日、千葉大学医学教育学 教授の伊藤彰一

先生をお招きしFD研修会を開催しました。医学教育に

関する幅広いご講演の中で、有用な学修評価を担保す

るための様々な取り組みについて、公的化されたばか

りのOSCEについても触れられながら、お話し頂きまし

た。そのほか、海外での臨床技能試験の現状や、本邦

の医学教育の行末など、大変興味深いお話を拝聴し、

あっという間の１時間でした。ご参加いただきました皆

様、誠にありがとうございました。

尚、 FD研修会は年1回以上の出席が必須です。見逃

し配信はeYUMEで行っております（動画へのアクセスロ

グにて、出席とカウントさせて頂きます）。

ぜひご覧ください！ →eYUMEホームページ https://eyume.med.yamaguchi-u.ac.jp/2024/


